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「飛蚊症(ひぶんしょう)」は「ひもんしょう」とは読みません❷ 
今月は先月号の内容に続いて「飛蚊症解説の引用文の続編」です。それではどうぞ・・・(^^)/＠＠＠＠
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5. 飛蚊症の原因 

 

飛蚊症をおこす硝子体の濁りは、生まれつきのものと生後できたものに分けられます。 

生後できるものには、年をとることによって生じた硝子体の変化によるものと、硝子体の周囲の出

血や炎症性物質が硝子体内に入ってきたもの、遺伝性の硝子体の病気、全身の病気によっておこる

ものとがあります。 

 

6. 生まれつきの飛蚊症 

胎児のうちは、硝子体の中に血管が走っています。この血管はふつう出産までにはなくなってしま

います。ところが時にその血管の一部、あるいは血管周囲の組織の一部が生後も硝子体の中に濁り

として残ることがあります。 

このような生まれつきの濁りは、視力さえ良ければ特に急いで治す必要もありませんし、時々検査

をして異常がなければ放置していても心配のないものです。 

7-1. 年をとることによっておこる硝子体の変化(1) 

40代になると、透明なドロッとした玉子の白身のような硝子体は組成が変化し、硝子体の内に液体

がたまった小部屋のようなものができてきます。これを「離水」
りすい

といいます。 
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さらに年をとりますと、液体のたまった小部屋はどんどん

大きくなり、一方硝子体そのものは収縮してしまいます。この

硝子体の変化によって生じた硝子体の濁りが飛蚊症の原因

になることがあります。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
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紙面の都合で、今回のフジタガンカニュースの引用文はここまで

となります。そこで、本文中に出てくる用語についての補足を少

し…つまり「離水」によって「液体のたまった小部屋」ができる訳

なのですが、右図の中ではこの「液体のたまった小部屋」の事を

「空隙(くうげき)」と表現しています。つまり、本文中にはそういう

文章表現は登場しませんが「離水によって、液体のたまった小

部屋(＝空隙)ができる事」が飛蚊症の原因の一つという事になり、この変化自体は「正常範囲内」という

事になる訳です。しかし、「正常範囲内」という事は「治療することもできない」という事なので、基本「治ら

ない」という事になります。何故なら、飛蚊症が「年を取る事」によるものであれば、治すために効果のある

治療は「若返りのクスリ」という事になり…現代の医学ではそうした治療薬はありませんので悪しからず…

という訳なのです。しかし、街中の薬局などでは「飛蚊症治します」的なノボリを目にすることがよくあります

よね？これについては、一種の「カラクリ」があると僕個人は考え 

ています。あくまでも私見ではありますが、その辺りの解説は次 

号のフジタガンカニュースに掲載の予定です。 

お楽しみにー( ｀―´)ノ。 ➊
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